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初開催となった「子ども子育てフェスタ」

（
平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、国
や
県
か
ら
の
支
出
金(

歳
入
〔
収
入
〕)

な
ど
が
、ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か(

歳
出
〔
支
出
〕) 

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。
今
回

は
、平
成
28
年
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
事
情
の
公
表

◆ 一般会計
◇歳入（収入）

区　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率
市 　 税 20億8,718万円 20億4,916万円 98.2%
地 方譲与税 6,800万円 6,896万円 101.4%
地 方消費税
交 付 金 3億6,300万円 3億6,500万円 100.6%

地 方交付税 25億5,807万円 25億8,577万円 101.1%
使 用料及び
手 数 料 1億4,143万円 1億2,865万円 91.0%

国 庫支出金 10億4,797万円 8億5,206万円 81.3%
県 支 出 金 4億5,614万円 2億6,351万円 57.8%
繰 入 金 4億7,434万円 4億5,159万円 95.2%
繰 越 金 5億412万円 5億412万円 100.0%
諸 収 入 3億8,919万円 3億4,470万円 88.6%
市 　 債 5億4,978万円 3億7,238万円 67.7%
そ の 他 5億4,377万円 5億3,004万円 97.5%
合 　　　計 91億8,298万円 85億1,595万円 92.7%

◆水道事業会計
収　　入 予　算　現　額 収　入　済　額 収入率

収益的収入 8億1,872万円 8億4,649万円 103.4%
資 本的収入 4億8,536万円 4億7,007万円 96.8%

支　　出 予　算　現　額 支　出　済　額 執行率
収益的支出 7億8,969万円 7億5,716万円 95.9%
資 本的支出 7億985万円 6億3,226万円 89.1%

◇歳出（支出）
区　　分 予　算　現　額 支　出　済　額 執行率

議 会 費 1億6,362万円 1億6,192万円 99.0%
総 務 費 24億186万円 21億7,290万円 90.5%
民 生 費 31億2,154万円 26億6,376万円 85.3%
衛 生 費 7億8,199万円 6億536万円 77.4%
農林水産業費 2億6,197万円 1億9,462万円 74.3%
商 工 費 2億6,882万円 2億663万円 76.9%
土 木 費 4億2,394万円 2億6,504万円 62.5%
消 防 費 1億1,997万円 8,717万円 72.7%
教 育 費 6億9,973万円 6億2,175万円 88.9%
災 害復旧費 5,281万円 1,741万円 33.0%
公 債 費 8億8,027万円 8億7,680万円 99.6%
予 備 費 648万円 0万円 0.0%
合 　　　計 91億8,298万円 78億7,337万円 85.7%

※表示単位未満を四捨五入しているため、各科目の積み上げと合計が一致しない
場合があります。

※表示単位未満を四捨五入しています。	 	 	
※収益的収支は、水道事業活動から生じる収入および支出のことです。
※資本的収支は、水道事業に必要な設備投資から生じる収入および支出の
ことです。	
※資本的収入額４億７，００７万円が資本的支出額６億３，２２６万円に
不足する額１億６，２１９万円は、当年度分消費税資本的収支調整額３，
６１９万円、過年度分損益勘定保留資金１，５２８万円および当年度分
損益勘定留保資金１億１，０７２万円で補てんするものです。
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会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 32億9,395万円 31億867万円 94.4% 30億1,802万円 91.6%

国民健康保険（直営診療施設勘定） 6,618万円 5,526万円 83.5% 6,019万円 91.0%

後 期 高 齢 者 医 療 2億2,816万円 2億2,253万円 97.5% 1億9,794万円 86.8%

介 護 保 険 21億9,706万円 19億8,942万円 90.5% 19億3,028万円 87.9%

※表示単位未満を四捨五入しています。	 	 	 	 	
※特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般の歳入(収入)・歳出(支出)と区分して経理するため、条例により設置してい
るものです。

◆ 住民負担の状況
◇市民１人当たりの負担額（市税）

科　　目 収　入　額 人　口 負担額

市 民 税 7億7,202万円

18,765人

41,142円 

固 定 資産税 10億8,228万円 57,676円 

そ の 他 1億9,486万円 10,384円 

計 20億4,916万円 109,202円 

◇世帯当たりの負担額（市税）
科　　目 収　入　額 世帯数 負担額

市 民 税 7億7,202万円

8,965
世帯

86,115円 

固 定 資産税 10億8,228万円 120,723円 

そ の 他 1億9,486万円 21,736円 

計 20億4,916万円 228,574円 

◆ 特別会計

一 般 会 計 88億7,921万円

土 　 　 地 3,504,123.13㎡

建 　 　 物 81,968.12㎡

基 　 　 金 15億8,415万円

有 価 証 券 475万円

◆借入金	

◆主な財産	

◇国民健康保険税

収　入　額 28年3月末現在
加入者数

28年3月末現在
加入世帯数 １人当たり負担額 １世帯当たり負担額

5億8,930万円 6,319人 3,812世帯 93,258円 154,591円

※表示単位未満を四捨五入しているため、各科目の積み上げと
合計が一致しない場合があります。

※このうち、約57億円は後年度の普通交付税によ
り財政措置される見込みです。	

問合せ　財政課財政係（☎７３ー６６４８）

平成２７年度文化祭芸能発表会の様子

新しく完成した第４分団第１・２班の消防詰所
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検　診　名 対　象　者
（勝浦市に住所を有する） 検　査　内　容 料　金

①結核・肺がん検診

胸部Ｘ線検査 40歳以上の方 問診・胸部Ｘ線検査 無料

喀
かくたん

痰検査 胸部Ｘ線検査を受け、問
診で該当となった方

喀痰検査（３日分の
痰の検査）

５００円
（後期高齢者

医療被保険
者・生活保
護世帯の方

は無料）
②前立腺がん検診 50歳以上の男性 問診・血液検査

③肝炎ウイルス検査 40歳以上の方（過去に市の
検診を受診した方は除く） 問診・血液検査 無料

【日時・場所】

【実施内容】
(1) 健康診査

(2)各種がん検診等

【持ってくるもの】
　①問診票（事前に必ず記入してください）　②健康手帳（お持ちの方）
　③尿（当日採取した尿を送付された容器に入れ、持参してください）　④健診・検診料金

～ 健康診査・各種がん検診等のご案内 ～
　市では、健康診査および各種がん検診等を実施します。健康診査は、体調管理や様々な病気な
どの早期発見・予防に大変重要なものです。忘れずに、毎年受診するようにしましょう！
　同時に、検査などの待ち時間を利用して65歳以上の方を対象に「頭の健康チェック」を実施
していますので、あわせての受診をおすすめいたします。

＊対象地区以外でも受診できますが、混雑をさけるため、お住まいの地区の実施日での受診にご協力をお願いい
たします。また、対象地区には送迎バスを運行しますので、ご利用ください。（時刻表は問診票裏面に記載。）

＊40～74歳までの社会保険加入本人および扶養家族の方は、各医療保険者にお問い合わせください。
＊特定健康診査・後期高齢者健康診査は対象者全員（ただし、生活保護受給者は前年度受診者）に、成人健康診査

は今年度３０・３５・３９歳になられる方および昨年度受診者に問診票を送付します。
＊同一年度内に人間ドック費用助成と健康診査の両方を受けることはできません。

＊結核・肺がん、前立腺がん検診は、昨年度受診された方に問診票を送付します。また、肝炎ウイルス検査は、今
年度40歳になる方全員に問診票を送付します。新規に受診を希望される方は、事前にお申し込みいただくか、
直接会場にお越しください。

期　日 受付時間 場　所

６月２７日（月）
　  ～７月９日（土）
※日曜日を除く。

１３：００～１４：３０
番号札配布 12：００～
※検診車の都合により受付時間が前後
する場合があります。

勝浦市芸術文化交流センター（キュステ）

健　診　名 対象者（勝浦市に住所を有する） 料金

特定健康診査
40 歳～ 74 歳までの勝浦市国民健康保険加入の方 ５００円
40 歳以上の生活保護受給世帯の方 無料

後期高齢者健康診査 75 歳以上の方又は 65 歳以上で一定の障害のある方 無料
成人健康診査 18 歳～ 39 歳までの方（学生を除く） ５００円
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この他、前年度の受診結果または医師が必要と判断した場合に、詳細な健診（心電図、眼底検査）を行います。

【問合せ先】
＜特 定 健 康 診 査＞　市　民　課　国保年金係　☎ ７３−６６１１
＜各種がん検診等＞　介護健康課　健康管理係　☎ ７３−６６１４

＜特定健康診査の結果について＞
　特定健康診査の結果は、個別説明後に返却します。（結果や年齢等により、郵送の場合もあり
ます。）生活習慣病予防や健康管理に役立つよう、保健師・看護師・管理栄養士が、個別にアド
バイスさせていただきます。

検査方法 検査項目 検査で調べること

身体計測

身長・体重・BMI 肥満度を調べる目安とします。BMI= 体重 (kg) ÷身長 (m) ÷身長 (m)
腹囲 内臓脂肪の蓄積を調べます。

血圧測定 高血圧は動脈硬化の原因となります。動脈硬化は、脳卒中や心筋梗塞
などの原因になります。

血液検査

脂
質

中性脂肪
過食やアルコールの飲みすぎなどによって摂取された余分なエネル
ギーが肝臓で中性脂肪に変化します。増えすぎは、肥満や脂肪肝、動
脈硬化の原因になります

HDL コレステロール
善玉コレステロールと呼ばれ、血液中の余分なコレステロールを回収
して肝臓に運び戻します。数値が低いと動脈硬化や心臓病の危険性が
高まります。

LDL コレステロール
悪玉コレステロールと呼ばれ、肝臓でつくられたコレステロールを全
身の細胞に運ぶ働きをしています。数値が高いと血管内壁に蓄積して
動脈硬化を進行させます。

肝
機
能

AST（GOT） 数値が高い場合、心臓や肝臓、筋肉に障害がある疑いがあります。

ALT（GPT） 数値が高い場合、肝臓障害の可能性があります。原因として肝炎やア
ルコール性肝障害、脂肪肝などが考えられます

γ ‐ GT
( γ ‐ GTP)

肝臓や胆道に障害があったり、肥満や脂肪肝などで上昇します。また、
アルコール性肝障害発見の手がかりとなります。

血
糖ヘモグロビン A １ｃ 食後時間に影響されにくい、過去 1 ～ 2 か月間の平均の血糖値を反映

します。糖尿病の早期発見ができます。

腎
機
能

クレアチニン クレアチニンは筋肉で作られる廃棄物で、腎臓でろ過されて、尿に排
泄されます。数値が高い場合、腎機能の障害が疑われます。

血清尿酸 尿酸はプリン体が分解してできた老廃物です。濃度が高くなると痛風
の要因になります。腎機能障害や痛風のときなどに上昇します。

貧
血

血色素 赤血球に含まれるたんぱく質で、全身へ酸素を運ぶ赤血球の働きを助
ける役割を果たしています。鉄分の不足で減少します。

赤血球数 赤血球は、全身の組織へ酸素を運び、二酸化炭素を回収する役割を担っ
ています。減少すると体内が酸欠状態となり貧血を起こします。

ヘマトクリット 血液中に含まれる赤血球の割合です。低い場合は貧血が、高い場合は
多血症や脱水症状などが考えられます。

尿検査
尿糖 尿に含まれるブドウ糖を調べます。血液中に含まれるブドウ糖が尿に

出ている場合、糖尿病などが疑われます。

尿たん白 尿に含まれるたん白質を調べます。陽性の場合、腎機能の障害が疑わ
れます。激しい運動の後や発熱したとき等に出ることもあります。

○健康診査で何がわかるの？
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浄
化
槽
の
清
掃
・
点
検
・
法
定
検
査
は
行
っ
て
い
ま
す
か
？

適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す

平成28年度「合併処理浄化槽への設置替え」に係る補助金

単独処理浄化槽からの
設置替え補助額

汲取り式便所からの
設置替え補助額

５人槽 ５１２，０００円 ４３２，０００円

６～７人槽 ５９４，０００円 ５１４，０００円

８～10人槽 ― ６４８，０００円

　

市
で
は
、海
や
河
川
の
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、し
尿
、生
活
雑
排
水
を
処
理

で
き
る
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
普
及
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
居
住
し
、ま
た
は
居
住
し
よ
う
と

す
る
住
宅
の
既
設
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
、く
み
取
り
式
便
所
を
「
合
併
処
理
浄
化

槽
」
に
設
置
替
え
す
る
方
に
対
し
、予
算
の

範
囲
内
で
設
置
お
よ
び
撤
去
な
ど
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
基
数
な
ど
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
浄
化
槽
設
置
後
は
、法
令
に
基
づ
き
定

期
的
に
保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
を
実
施

し
、水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係　

☎
73

－

６
６
３
９

　
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、放
流
水
の
水
質
悪
化
や
悪
臭
が

発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
使
用
者
に
は
、浄
化
槽
を
常
に
良

好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、「
定
期
的
な
保
守
点

検
」・「
清
掃
」・「
法
定
検
査
」
を
行
う
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査

を
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

保
守
点
検
は
、浄
化
槽
の
点
検
・
修
理
、ス

カ
ム
（
汚
泥
が
自
ら
発
生
し
た
気
体
を
含
ん

で
軽
く
な
り
、水
面
に
浮
上
し
た
も
の
）
や
汚

泥
の
状
況
確
認
、消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

処
理
方
式
に
よ
り
、毎
年
決
め
ら
れ
た
回
数

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
専
門
的

な
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、千
葉
県
の

登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

　

清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜

き
取
る
作
業
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
は

市
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
が

行
い
ま
す
の
で
許
可
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、清
掃
回
数
は
年
１
回
以
上
が
原
則

と
な
り
ま
す
が
浄
化
槽
の
方
式
、使
用
頻
度

な
ど
に
よ
っ
て
汚
泥
な
ど
の
溜
ま
り
具
合

が
異
な
り
ま
す
の
で
、清
掃
時
期
に
つ
い
て

は
保
守
点
検
業
者
か
ら
の
助
言
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
７
条
・
第
11
条
）

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
、使
用
開
始
後
お
よ
び
１
年
毎
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

７
条
検
査　

浄
化
槽
使
用
者
は
、使
用
開
始

後
３
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
カ
月
の

間
に
、県
の
指
定
し
た
検
査
機
関
の
水
質
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
査
は
、水
質
な
ど
を
検
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、主
に
、浄
化
槽
の
設
置
工

事
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
否
か
を
判

断
す
る
も
の
で
す
。

11
条
検
査　

７
条
検
査
の
ほ
か
年
１
回
、県

の
指
定
し
た
検
査
機
関
の
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
は
、保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も

の
で
す
。

浄
化
槽
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
す
る
こ
と

・
ブ
ロ
ア
ー
（
モ
ー
タ
ー
）
の
電
源
を
切
ら

な
い
こ
と
。

　

浄
化
槽
に
は
空
気
を
送
り
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。ブ
ロ
ア
ー（
モ
ー
タ
ー
）の
電
源

は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
浄
化
槽
の
上
部
ま
た
は
周
辺
に
物
を
置
か

な
い
こ
と
。

　

保
守
点
検
ま
た
は
清
掃
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
劇
薬
を
含
む
洗
剤
は
使
用
し
な
い
。

　

便
器
掃
除
に
除
菌
効
果
の
高
い
塩
素
系

洗
剤
な
ど
の
劇
薬
成
分
を
含
む
洗
剤
を
使

う
と
、浄
化
槽
内
の
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
器
の
汚
れ
は
、な

る
べ
く
早
め
に
ぬ
る
ま
湯
や
薄
い
石
鹸
液

で
お
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
洗
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用

す
る
。

　

浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
妨
げ
る
紙
オ

ム
ツ
、衛
生
用
品
、タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど

の
異
物
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
台
所
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
。

　

油
脂
類
は
で
き
る
だ
け
浄
化
槽
に
流
入

さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
フ
ラ
イ
パ
ン
と

い
っ
た
鍋
や
食
器
に
残
っ
た
油
は
紙
な
ど

で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

異
常
な
臭
気
が
感
じ
ら
れ
た
、モ
ー
タ
ー

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
異
常
や
故

障
が
発
生
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
保
守
点

検
業
者
に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○太陽光発電システム　○家庭用燃料電池システム（エネファーム）
○定置用リチウムイオン蓄電システム　○エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）
○電気自動車充給電設備（電気自動車への充電だけでなく電気自動車などから住宅へ供給が可能なもの）
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【申請できる要件】
　○市内に住所を有する方。または、補助対象設備の設置完了時までに住民登録ができる方
　○市税を滞納していない方
　○自ら居住または居住を予定している市内の住宅に補助対象設備を設置する方
　○申請される方が住宅の所有者ではない場合または共有者がいる場合は、全ての所有者または共有者

の間で同意がとれている方
　○補助対象設備のうち、太陽光発電システムを設置する場合は、発電した電力について電力会社との

間で電力受給契約を締結される方
　○平成２９年２月２８日 ( 火 ) までに工事が完了できる方
　　※戸建住宅のみ対象となります。集合住宅に設置するものは対象となりません。
　　※申請は必ず工事前に行い、交付決定通知を受け取ってから着工してください。着工後の申請は受

　け付けられません。

【補助額】
　○太陽光発電システム　　　　　　　　　　　　　　　上限　７万円

　○家庭用燃料電池システム（エネファーム）　　　　　 上限１０万円
　○定置用リチウムイオン蓄電システム　　　　　　　　上限１０万円
　○エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）　　　　　　　 上限　１万円
　○電気自動車充給電設備　　　　　　　　　　　　　　上限　５万円
　※いずれの設備も未使用品であるものに限ります。
　※補助金は補助対象設備の種類ごとに、1 つの住宅に 1 回に限り交付します。

その他、補助対象となる設備および経費など、詳細については事前にお問い合わせいただくか、勝浦市
ホームページに掲載していますので、ご確認ください。

【申込み方法】
　生活環境課または勝浦市ホームページにて申請書類を配付していますので、必要な書類を添付し、お
　申し込みください。

始めませんか？エコな暮らし
～住宅用省エネルギー設備等設置に係る経費の一部を補助しています～

○太陽光発電システム　○家庭用燃料電池システム（エネファーム）
○定置用リチウムイオン蓄電システム　○エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）
○電気自動車充給電設備（電気自動車への充電だけでなく電気自動車などから住宅へ供給が可能なもの）

　市では、地球温暖化の防止ならびに家庭におけるエネルギーの安定確保およびエネルギー利用の効率化・
最適化を図ることを目的に、市内の住宅に省エネルギー設備を設置される方に対し、その経費の一部を補
助しています。

受付期間：平成２９年１月３１日（火）まで
※補助できる件数に限りがありますので、事前にお問い合わせください。
※受付期間中でも予算がなくなり次第、終了となります。  　　　　　　

【受付場所：市役所２階 生活環境課生活環境係】

太陽電池の最大出力（小数点以下第３位を四捨五入）に、
 １キロワット当たり２万円 を乗じた金額（千円未満切り捨て）。

問合せ　生活環境課生活環境係　☎７３－６６３９
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『
は
じ
め
ま
し
て
！
』

　

勝
浦
市
で
地
方
創
生
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
、

齋
藤
雪
彦
で
す
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

内
閣
府
の
「
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
」
で
、
支
援

を
希
望
す
る
専
門
家
と
支
援
を
受
け
入
れ
た
い
自
治
体

の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
お
見
合
い
？
）
が
行
わ
れ
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
勝
浦
市
の
地
方
創
生
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
千
葉
大
学
園
芸
学

部
で
都
市
計
画
と
農
村
計
画
を
教
え
て
い
る
教
員
で
す
。

　

同
じ
千
葉
県
内
の
君
津
市
で
長
く
ま
ち
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
勝
浦
市
と
ご
縁
が
で
き

瑞宝双光章
松本　昭男（赤羽根）
〔元勝浦小学校校長〕

おめでとうございます
〜長年の功労が

称えられる〜

　内閣府から平成２８年春の叙
勲などの受賞者が発表され、市内
では米元一夫さん、松本昭男さん
の２名が栄誉に輝きました。

春の叙勲

瑞宝双光章　
米元　一夫（守谷）

〔元夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防監〕　

第 26回
危険業務従事者叙勲

千葉大学大学院園芸学研
究科　准教授。
京都大学建築系学科、同
修士課程修了。
ＪＲ東海に入社、名古屋
駅のＪＲセントラルタ
ワーズの計画・設計に携
わる。
千葉大学博士課程修了。
専門は都市および農村計
画学。
控えめで穏やかな印象だ
が、時に子どもっぽい。
趣味は自転車（ロードバ
イク）。

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
勝
浦
市
以
外

の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
岩
手
県
大
船
渡

市
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
く
ら
い
前
か
ら
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
「
地
方
創
生
」

と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単

に
言
え
ば
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
時
代
に
備
え
て
、
地

方
の
活
性
化
を
大
々
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
ま
ず
平
成
27
年
に
勝
浦
市
の
地

方
創
生
の
青
写
真
を
つ
く
る
た
め
に
、
市
内
を
回
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
市
企
画
課
と
と
も
に
「
勝
浦
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
、
住
民
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
ま
ち
づ
く

り
は
、
住
民
自
ら
が
、
地
域
を
良
く
す
る
こ
と
を
考
え
、

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
市
役
所
に
任
せ

て
お
け
ば
い
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
市
に
も
国
に
も
、
全

て
の
地
域
の
事
を
考
え
て
、
良
く
し
て
い
く
た
め
の
予

算
や
人
手
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
人
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
実
行
す
る
ほ
う
が
楽

し
い
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
日
本
に
お
金
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
時
代
に

は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
な
い
道
路
や
ダ
ム
が
た
く
さ

ん
で
き
て
問
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
背
景
も
あ
り
、勝
浦
市
で
は
、平
成
27
年
末
に
「
住

民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
市
か
ら
の
活
動
支
援
費
を
元
手
に
地
域
に
根
差
し

た
団
体
（
区
な
ど
）
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ

が
わ
か
ら
な
い
地
域
に
は
、
千
葉
大
学
の
専
門
家
（
筆

者
）
や
学
生
が
お
手
伝
い
に
入
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

鵜
原
区
と
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
（
松
野
区
・
小
松
野
区
）
が
こ

の
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、
活
動
の
報
告
や
感
じ
た
こ
と

を
書
い
て
い
き
た
い
で
す
。

地
方
創
生

日
記

齋
藤雪彦

の
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インフォメーションガーデン
　

カ
ゲ
ロ
ウ
や
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
、
川

に
す
ん
で
い
る
生
き
物
を
目
安
に
、

水
の
き
れ
い
さ
を
調
べ
る
調
査
に
参

加
い
た
だ
け
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
者　

ど
な
た
で
も
可

申
込
締
切　

６
月
10
日
㈮
（
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に

よ
り
申
込
）

申
込
・
問
合
せ　

千
葉
県
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
水
質
環
境
研
究
室
（
☎

０
４
３

−

２
４
３

−

２
９
３
５
）

http://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

w
it/suishitsu/suiseiseibutsu/

index.htm
l

　

土
屋
文
化
振
興
財
団
で
は
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
団
体
に
助

成
金
を
支
給
し
、
そ
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

対
象 

県
内
在
住
ま
た
は
県
内
で
活

躍
し
て
い
る
個
人
・
団
体

助
成
分
野　

基
礎
医
学
、伝
統
芸
能
、

伝
統
技
芸
、
音
楽
、
演
劇
、
絵
画
、

工
芸
、
彫
刻
、
ス
ポ
ー
ツ

助
成
金
上
限　

１
０
０
万
円
以
内

　

興
津
海
岸
で
ク
サ
フ
グ
の
集
団
産

卵
を
見
て
み
よ
う
！

日
時　

６
月
23
日
㈭　

17
時
30
分
～

18
時
30
分
（
雨
天
順
延
の
場
合
は

６
月
24
日
㈮
）

場
所　

興
津
海
浜
公
園

対
象
者　

小
学
生
以
上
（
４
年
生
以

下
は
要
保
護
者
同
伴
）

※
防
寒
着
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、双
眼
鏡
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

※
ク
サ
フ
グ
の
産
卵
は
７
月
６
日
㈬

７
日
㈭
に
も
観
察
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
外
房
環
境

ク
ラ
ブ
（
☎
73

−

０
９
７
８
）

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
職
業
能
力

評
価
基
準
に
準
拠
し
、
職
務
を
遂
行

す
る
上
で
必
要
と
な
る
知
識
の
習
得

と
実
務
能
力
の
評
価
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
試
験
で
す
。

試
験
日　

10
月
２
日
㈰

受
付
期
限　

７
月
27
日
㈬
ま
で

問
合
せ　

千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協

会　

総
務
企
画
課
（
☎
０
４
３

−

２
９
６

−

１
１
５
０
）

 （
区
域
別
・
五
十
音
順
）

○
総
野
地
区

○
上
野
地
区

○
勝
浦
・
興
津
地
区

　

平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
付
で
十
一
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
主

な
仕
事
は
、
農
地
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
及
び
新
規
参
入
の
促
進
）
で
、
農
業
委
員
会
の
指
揮
の
も
と
活
動
し
ま
す
。
任
期
は
、
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
73

−

６
６
３
７
）

黒川義治委員
（貝掛）

松﨑久彦委員
（大森）

元吉里美委員
（新官）

佐藤啓史委員
（中谷）

鈴木静夫委員
（宿戸）

小沢吉博委員
（赤羽根）

栗原功委員
（上植野）

押垂義郎委員
（松野）

軽込榮一委員
（中倉）

川﨑清貴委員
（佐野）

川名益司委員
（芳賀）

勝
浦
市
農
業
委
員
会
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査

土
屋
文
化
振
興
財
団
助
成
金

ク
サ
フ
グ
の
産
卵
観
察
会

平
成
28
年
度
前
期

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
検
定

試
験

募
　  

集

お
知
ら
せ

募
集
期
限　

８
月
１
日
㈪

問
合
せ　
（
公
財
）
土
屋
文
化
振
興

財
団
（
☎
０
４
７

−

３
６
４

−

３
６
８
９
）
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インフォメーションガーデン
６月は「動物の

正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
」で
す

▽
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に

は
？

　

児
童
手
当
は
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
保
護
者
か
ら

の
申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
手
続
き
の
お
済
み
で
な
い
方
は

市
役
所
福
祉
課
に
て
手
続
き
を
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お
、

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
何
が
必
要
な
の
？

　
「
印
鑑
」「
保
護
者
の
保
険
証
の
コ

ピ
ー
」こ
の
他
に
必
要
に
応
じ
て「
所

得
証
明
書
」
な
ど
の
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
新
規
に
手
当
を
受
け
る
方

　

福
祉
課
に
て
認
定
請
求
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ
れ
て
い

る
方

　

現
在
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
５
月
末
に
現
況
届
を
郵
送
し
て

お
り
ま
す
。
現
況
届
は
、
６
月
30
日

㈭
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
現
況
届
け
の
提
出
が
な
い
と
…

　

６
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
停

止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ま
ま

２
年
が
経
過
す
る
と
、
時
効
と
な
り

受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
児
童
係

　
　
　
　
（
☎
73

−

６
６
１
８
）

日
時　

６
月
26
日
㈰　

８
時
30
分
～

会
場　

国
際
武
道
大
学
体
育
館（
３
号
館
）

参
加
資
格　

①
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

②
市
内
小
中
学
校
卒
業
者

③
右
記
①
②
以
外
の
者
は
、
１
チ
ー

ム
３
名
ま
で
参
加
可
能

④
男
子
チ
ー
ム
に
参
加
す
る
女
子
に

限
り
、
①
～
③
の
資
格
要
件
は
適

用
し
な
い

⑤
学
生
の
参
加
は
不
可

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
10
日
㈮

※
組
合
せ
抽
選
会
を
６
月
15
日
㈬
に

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室
で
18
時
よ

　

り
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
☎
73

−

６
６
６
５
）

　

山
林
（
森
林
）
の
伐
採
を
行
う
際
、

勝
浦
市
森
林
計
画
対
象
民
有
林
ま
た

は
保
安
林
か
ど
う
か
、
事
前
に
市
役

所
農
林
水
産
課
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
該
当
す
る
場
合
は
、
ご
自
身
の

所
有
す
る
山
林
で
あ
っ
て
も
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。（
施
業
の
30
～

90
日
前
に
届
出
が
必
要
で
す
）

問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
林
係　

　
（
☎
73

−

６
６
３
５
）

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物

を
適
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
を
飼
う
前
に
、
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
ず
、
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
飼
う
こ
と
の
で
き
る

環
境
で
あ
る
か
ど
う
か
、
よ
く

考
え
ま
し
ょ
う
。

○
飼
う
動
物
を
選
ぶ
と
き
は
、
世

話
の
方
法
や
か
か
り
や
す
い
病

気
、
そ
の
動
物
の
習
性
に
合
っ

た
飼
い
方
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
か
ら
う
つ
る
感
染
症
を
予
防

す
る
た
め
、
過
剰
な
ふ
れ
あ
い
は

控
え
、
動
物
に
さ
わ
っ
た
後
は
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

○
動
物
に
は
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、

災
害
時
な
ど
に
放
れ
て
し
ま
っ

て
も
、
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
犬
に
つ
い
て

は
、
首
輪
な
ど
に
登
録
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
つ
け

る
こ
と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で

き
る
人
が
短
い
引
き
綱
で
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
し
つ
け
や

訓
練
を
し
て
、
人
に
危
害
を
加

え
た
り
、
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣

に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保

健
所
へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬

が
狂
犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
ど

う
か
獣
医
師
の
検
診
を
う
け
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

糞
尿
や
鳴
き
声
な
ど
に
よ
る
被

害
を
防
止
で
き
、
ま
た
、
感
染

症
や
交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か

ら
猫
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
飼
っ
て
い
る
動
物
の
糞
尿
は
、

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

○
適
正
に
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

子
犬
・
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
、
不
妊
去
勢
措
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
ど
う

し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く

だ
さ
い
。
保
健
所
・
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
で
は
新
し
い
飼
い
主
探
し

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て

た
り
す
る
と
、
最
大
１
０
０
万

円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
愛
護
動
物
を
殺
傷
す
る
と
、
最

大
で
２
年
の
懲
役
ま
た
は

２
０
０
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

○
動
物
は
「
命
あ
る
も
の
」
で
す
。

人
と
動
物
と
の
共
生
に
配
慮
し

て
接
し
ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
方

教
室
」を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
授
業
や
地
元

の
勉
強
会
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し

て
、動
物
愛
護
、
犬
・
猫
の
正
し
い

飼
い
方
、
犬
の
し
つ
け
方
お
よ
び
動

物
由
来
感
染
症
な
ど
に
関
す
る
講

演
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

☎
73

−

０
１
４
５　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１　

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
動
物
保
護

管
理
協
会

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
73

−

６
６
３
９

現
況
届
の
提
出
は
お
早
め
に

～
児
童
手
当
～

春
季
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
９
人
制
）

山
林（
森
林
）の
伐
採
に

つ
い
て
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インフォメー

第３日曜日 ６月１９日

8：30～12：30第１日曜日 ７月　３日

第３日曜日 ７月１７日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が

必要です。
問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９

◇納税・納付◇
○市民税・県民税　：１期　納期　６月３０日（木）

※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３−６６２２

日
時　

６
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
10
時

～
20
時
（
26
日
は
19
時
ま
で
）

場
所　

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
ア
ス
モ
」
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
容　

展
示
販
売
（
加
工
食
品
、
パ

ン
、
焼
き
菓
子
、
味
噌
、
花
苗
、

工
芸
品
、
手
芸
品
な
ど
）

問
合
せ　

み
ず
ほ
学
園

　
（
☎
76

−

４
３
２
１
）

　

市
で
は
皆
さ
ん
が
、
口
中
の
疾

患
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
行
い
、
高
齢
期
に
お
い
て
健

康
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
、
歯
周
疾
患
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

勝
浦
市
に
住
所
を
有
し
、

平
成
27
年
度
中
（
平
成
28
年
４
月

１
日
ま
で
）
に
40
、
50
、
60
、
70

歳
に
な
っ
た
方

※
た
だ
し
、
す
で
に
治
療
中
の
方
ま

た
は
歯
が
１
本
も
な
い
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

受
診
料　

５
０
０
円
（
70
歳
に
な
っ

た
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
）

実
施
期
間　

11
月
30
日
ま
で

　

勝
浦
市
と
協
定
を
結
び
、
高
齢
者

の
見
守
り
や
雇
用
促
進
等
を
推
進
す

る
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
が
、
い
す
み
・

勝
浦
・
大
多
喜
・
御
宿
の
４
市
町
合

同
で
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
17
日
㈮
13
時
～
15
時

会
場　

大
多
喜
町
役
場
中
央
公
民
館

研
修
室

対
象　

60
歳
以
上
の
方
（
年
齢
制
限

な
し
）

定
員　

40
名

費
用　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

観
光
商
工
課

　
（
☎
73

−

６
６
４
１
）

　

架
空
請
求
の
支
払
い
の
た
め
に
、

詐
欺
業
者
が
「
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
、
カ
ー
ド
に

書
い
て
あ
る
番
号
を
教
え
て
」
と
指

示
し
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
残
高

を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
、
左
記
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所

（
☎
０
４
３

−

２
５
１

−

７
２
１

　

農
地
や
農
業
用
施
設
が
被
災
し
災

害
復
旧
事
業
を
申
請
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
災
害
の
日
か
ら
１
週
間
以

内
の
報
告
が
必
要
で
す
。
大
雨
や
台

風
な
ど
の
災
害
が
あ
っ
た
後
は
見
回

り
を
行
い
、
速
や
か
に
農
林
水
産
課

農
林
係
に
ご
連
絡
下
さ
い
。（
見
回

り
は
、
十
分
に
安
全
を
確
認
し
て
か

ら
行
っ
て
下
さ
い
。）

問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
林
係　

　
（
☎
73

−

６
６
３
５
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
10
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

火
災
の
死
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
身
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

周
囲
に
も
早
期
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
は
速
や
か
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
80

−

０
１
３
２
）

夏
の
生
き
活
き
フ
ェ
ア

歯
周
疾
患
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

対
象
医
療
機
関　

検
診
協
力
医
療
機

関
（
受
診
票
と
併
せ
て
一
覧
表
を

お
渡
し
し
ま
す
）

◆
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
平
成
27
年
度
（
平
成
28
年

４
月
１
日
ま
で
）
に
75
歳
と
な
っ

た
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
を
対
象
に
歯
科
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
15
年
４
月
２
日
～
昭

和
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
被
保

険
者
の
方

受
診
料　

無
料

実
施
期
間　

10
月
31
日
ま
で

対
象
医
療
機
関　

千
葉
県
歯
科
医
師

会
会
員
の
検
診
協
力
医
療
機
関

（
受
診
票
と
併
せ
て
一
覧
表
を
お

渡
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　貴重品
現金、預貯金通帳、健康保険証、印かん、免許証、家族の連絡先メモ

＊探している間に逃げ遅れてしまいます。
　貴重品はあらかじめまとめておきましょう。

　救急医療品
胃腸薬、風邪薬、鎮静剤、目薬、お薬手帳など

＊医師から処方されている服用中の薬も入れましょう。

　非常食・飲料水
乾パン、レトルト食品、あめ、チョコレート、ようかん、ペットボトルの水など

＊ゼリードリンクなどのように水分の多い食品は、のどに引っかかりません。火
を通さないで食べるものを３日分入れておきましょう。

　生活用品
折りたたみ杖、メガネ、トイレットペーパー、ビニール袋
ラジオ、紙おむつ、尿取りパッド、タオル、紙皿・紙コップ

＊自分なりの必需品も準備しましょう。

　衣類 ＊冬は防寒対策を、夏は汗対策で下着やシャツを多めに。

　その他
懐中電灯、予備の電池、軍手、使い捨てマスク、防災ずきん
非常持出袋に呼び笛を付ける

＊電気が復旧するまで使用したいので、予備の電池は多めに。

『
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連絡・問合せ　介護健康課　高齢者支援係（勝浦市地域包括支援センター） ☎７３－６６１５・６６１６

〜介護予防のまちづくり〜

梅雨に入り紫陽花がきれいに咲く季節になりました。
皆様いかがお過ごしでしょうか？

　このたびの熊本・大分地震で被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。一日も早い復興を心よ
り願っております。
　緊急企画として今回予定を変更し、災害時の非常持出袋について特集します。災害に対しての備えは
とても大切です。非常持出袋を用意していない方は準備を、すでに、用意をしてある人も、この機会に
中身の確認をしてみましょう。準備した非常持出袋は、いつでもすぐに手の届く場所に保管するように
しましょう。
　では、どんな備えが必要なのか、下記の表でチェックしてみてください。　

＊ポイント①
お薬手帳をもっていると、災
害時の特例処置により、お薬
手帳での調剤が一時的に認め
られることがあります。
とても大切なことなので、非常時の持ち物とし
て用意しましょう。

＊ポイント③
非常持出袋は、両手が自由
に使えるように背負える
タイプのものが良いです。

詰め過ぎにならないように、
自分に合った重さに加減す
ることも大切です。

＊ポイント②
半年に１回チェックしま
しょう。季節に応じて非
常持出袋の中身を変えて
みましょう。水や食料の
賞味期限が切れる前に、
非常食の試食会を開いて
味見をしておくのも良いでしょう。

災害の備え、 何を用意していますか？
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